
 

                         
 

  

                           

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月
二
十
七
日(

日)

甘

木
親
教
会
で
は
、
布
教
百
十
五
年
記
念
大
祭
が

仕
え
ら
れ
、
加
治
木
教
会
か
ら
も
二
十
四
名
が

御
礼
の
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

加
治
木
教
会
の
親
教
会
で
あ
る
甘
木
教
会

は
、
明
治
三
十
七
年
五
月
に
安
武
松
太
郎
恩
師

が
、
小
倉
教
会
か
ら
ご
布
教
に
な
ら
れ
、
甘

木
・
朝
倉
地
方(

現
在
は
朝
倉
市)

に
道
の
教
え

を
伝
え
ら
れ
、
多
く
の
人
々
が
救
い
助
け
ら
れ

ま
し
た
。
加
治
木
教
会 

前
教
会
長 

矢
野
政
美

大
人
の
ご
母
堂
ク
ラ
刀
自
は
、
こ
の
明
治
三
十

七
年
の
十
一
月
に
初
参
拝
に
な
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
よ
り
安
武
松
太
郎
先
生
の
不
退
転
あ

る
い
は
決
死
の
覚
悟
で
、
御
取
次
の
御
用
が
進

め
ら
れ
、
ご
教
導
・
お
祈
り
を
賜
り
「
親
神
様

の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
」
を
矢
野
の
家
に
根

付
か
せ
て
い
た
だ
く
に
至
り
ま
し
た
。
や
が
て

政
美
大
人
が
昭
和
二
十
六
年
に
加
治
木
の
地

に
布
教
に
赴
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

加
治
木
の
地
に
は
戦
前
平
島
忠
助
大
人
が

や
は
り
甘
木
教
会
か
ら
ご
布
教
さ
れ
、
大
変
な

ご
苦
労
の
末
昭
和
十
九
年
に
お
国
替
え
さ
れ
、

一
旦
教
会
は
閉
鎖
さ
れ
た
後
、
矢
野
政
美
大
人

が
ご
神
命
を
受
け
て
、
昭
和
二
十
六
年
に
再
布

教
さ
れ
、
さ
ら
に
ご
苦
労
が
あ
っ
て
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
加
治
木
教
会
の
親

教
会
で
あ
る
甘
木
教
会
の
布
教
百
十
五
年
記

念
大
祭
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
参
拝
の
お

か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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こ
こ
数
年
日
曜
日
休
み
を
と
る
と
い
う

こ
と
が
厳
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
無
事
に

休
み
を
頂
き
、
甘
木
教
会
記
念
祭
に
参
拝
、

バ
ン
ド
演
奏
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
参
拝
で
は
行
き
帰
り
、
普
段
体

験
す
る
事
の
な
い
佳
歩
ち
ゃ
ん
瑠
夏
ち
ゃ

ん
の
子
守
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

仕
事
中
に
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
が
、
朝
か
ら
一
日
中
一
緒
に
過
ご

す
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

実
際
に
一
日
関
わ
っ
て
み
る
こ
と
で
子

育
て
の
楽
し
さ
、
だ
け
で
は
な
く
大
変
さ

も
気
付
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
遊
び
相
手
を
し
て
い
た
だ
け

で
す
が
、
感
謝
の
言
葉
を
頂
く
と
、
疲
れ

も
何
も
か
も
が
忘
れ
ら
れ
ま
す
。 

『
あ
り
が
と
う
』
の
た
っ
た
一
言
が 

ど
れ
だ
け
大
切
な
言
葉
な
の
か
と
い
う
こ

と
に
も
気
付
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
何
か
し
ら
人
の
お
役
に

立
た
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。 
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五
年
に
一
度
の
甘
木
親
教
会
の
節
年
の

記
念
祭
に
参
拝
の
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

加
治
木
教
会
か
ら
は
二
十
四
名
で
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
と
乗
用
車
二
台
で
参
拝
さ
せ
て

い
た
だ
き
「
よ
ろ
こ
び
の
集
い
」
の
バ
ン

ド
演
奏
に
も
、
六
名
が
楽
器
を
演
奏
、
三

名
の
幼
児
も
タ
ン
バ
リ
ン
で
調
子
を
取
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

行
き
も
帰
り
も
け
が
過
ち
な
く
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
無
事
に
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
有
難
い
こ
と
で
し
た
。 

五
年
後
は
、
加
治
木
教
会
の
お
広
前
で

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
信
心
を
進
め
ら

れ
て
、
助
か
り
立
ち
行
く
お
か
げ
を
蒙
ら

れ
、
親
神
様
・
金
光
様
・
歴
代
の
甘
木
親

教
会
親
先
生
に
お
喜
び
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
一
人
で
も
多
く
御
礼
参
拝
の
お
か
げ

を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
か
ね
ば
と
思
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 
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菊
の
香
薫
る
十
一
月
十
七
日(

日)

加
治

木
教
会
で
は
、
立
教
百
六
十
年 

生
神
金
光

大
神
御
大
祭
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

前
日
か
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
準
備

の
御
用
が
進
め
ら
れ
、、
厳
か
に
ご
祭
典
が

仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

ご
教
話
は
、
大
口
教
会
長 

安
武
秀
信
先

生
で
、
尊
い
ご
内
容
で
信
心
の
勉
強
・
仕

入
れ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

〇 

  

立
教
百
六
十
年
、
こ
の
お
道
が
な
け
れ

ば
、
小
倉
教
会
も
、
甘
木
教
会
も
、
加
治

木
教
会
も
あ
り
ま
せ
ん
。
桂
松
平
先
生
も
、

安
武
松
太
郎
先
生
も
、
矢
野
ク
ラ
様
も
、

矢
野
政
美
先
生
も
な
い
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
大
口
教
会
も
私
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

*
 

今
年
一
月
十
三
日
に
小
倉
の
報
徳
祭
に

参
拝
し
、
甘
木
の
親
先
生
と
一
緒
に
そ
の

足
で
ご
本
部
の
初
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
翌
朝
、
お
出
ま
し
、
御
祈
念
、
信
行

期
間
の
教
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
日
の
教
話
は
、
金
光
学
園
の
校
長

先
生
で
、
あ
る
卒
業
生
か
ら
の
年
賀
状
の

紹
介
を
さ
れ
、
岡
山
大
学
入
学
直
後
に
交

通
事
故
で
全
身
麻
痺
と
な
ら
れ
言
葉
も
聞

き
取
り
に
く
い
状
態
で
、
降
っ
て
湧
い
た

よ
う
な
災
難
に
、
本
人
も
両
親
も
ど
ん
な

思
い
か
と
い
う
お
話
で
し
た
。 

そ
の
話
を
大
口
教
会
の
一
月
二
十
日
の

月
例
祭
で
話
し
「
事
故
か
ら
、
一
秒
か
二

秒
か
は
ず
し
て
も
ら
う
お
か
げ
を
頂
く
信

心
を
さ
せ
て
も
ら
わ
ね
ば
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

す
る
と
そ
れ
か
ら
十
日
の
内
に
、
二
人

の
信
者
さ
ん
が
、
交
通
事
故
に
遭
い
ま
し

た
が
、
大
難
を
小
難
に
お
か
げ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

一
人
は
出
勤
中
に
横
断
歩
道
で
跳
ね
ら

れ
転
倒
し
、
気
を
失
い
救
急
車
で
運
ば
れ

け
れ
ど
も
か
す
り
傷
だ
け
で
、
出
勤
先
へ

出
勤
し
て
そ
こ
か
ら
お
礼
の
お
届
け
の
電

話
を
さ
れ
ま
し
た
。 

も
う
一
人
は
、
車
で
後
ろ
か
ら
追
突
さ

れ
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
嘔
吐
し
、
一
泊
で

の
入
院
検
査
の
結
果
、
異
常
な
し
で
退
院

さ
れ
ま
し
た
。 

二
人
と
も
、
神
様
の
お
か
げ
を
頂
い
て

一
秒
か
二
秒
を
は
ず
し
て
も
ら
っ
て
い
る

の
で
す
。 

天
地
の
親
神
様
は
、
天
地
の
お
恵
み
を

与
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
神
金
光

大
神
様
を
差
し
向
け
ら
れ
、
信
心
さ
せ
て

い
た
だ
く
お
互
い
を
取
次
ぎ
助
け
、
人
生

を
ま
っ
と
う
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
要
は
、
お
互
い
が
ど
こ
ど
こ
ま

で
も
、
そ
の
お
取
次
ぎ
を
頂
き
ぬ
く
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
り
ま
す
。 

*
 

私
は
平
成
二
十
五
年
七
月
、
大
腸
の
ポ

リ
ー
プ
を
切
除
す
る
手
術
を
受
け
ま
し
た
。 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
の
夢
で
、
大
阪

で
無
頼
漢
に
取
り
囲
ま
れ
、
天
地
書
付
を
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一
生
懸
命
奉
唱
し
無
頼
漢
が
ク
モ
の
子
を

散
ら
す
よ
う
に
い
な
く
な
り
ま
し
た
。（
阿

倍
野
教
会
の
初
代
が
甘
木
教
会
に
修
行
に

上
が
る
時
の
話
に
ま
つ
わ
る
こ
と
） 

目
が
覚
め
〈
事
故
か
病
気
か
我
が
身
に

起
こ
っ
て
く
る
か
な
〉
と
思
い
、
翌
年
の

春
検
査
で
ポ
リ
ー
プ
が
見
つ
か
り
、
七
月

に
手
術
と
な
り
ま
し
た
。 

ポ
リ
ー
プ
発
見
か
ら
手
術
ま
で
、
数
奇

な
お
繰
り
合
わ
せ
を
多
々
頂
き
ま
し
た
。 

ポ
リ
ー
プ
が
癌
化
す
る
ま
で
五
年
か
か

る
そ
う
で
す
。
見
つ
か
ら
ず
切
除
し
て
い

な
け
れ
ば
癌
化
し
て
、
命
も
亡
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

「
お
か
げ
を
受
け
る
の
に
巧
者
が

あ
る
。
だ
れ
で
も
お
か
げ
を
い
た
だ

い
た
ら
、
そ
の
あ
り
が
た
い
と
い
う

こ
と
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
せ
よ
。
そ
れ
を
忘
れ
た
ら
、
も
う

い
け
な
い
。
後
の
お
か
げ
は
い
た
だ

け
な
い
。
そ
れ
さ
え
忘
れ
な
け
れ
ば
、

お
か
げ
は
思
う
よ
う
に
い
た
だ
け

る
。」（
津
川
治
雄
の
伝
え
） 

甘
木
の
初
代
は
、 

信
心
と
は 

い
か
な
る
こ
と
を 

言
う
な
ら
む 

初
め
わ
す
れ
ぬ 

心

な
ら
ず
や 

今
日
あ
る
を 

神
の
み
か
げ
と 

悟
り
な
ば 

詫
び
も
礼
び
も 

己
ず

か
ら
な
る 

と
教
え
て
い
ま
す
。 

私
も
、
朝
の
御
祈
念
の
時
に
、
生
ま
れ

て
こ
の
方
、
お
か
げ
を
頂
い
て
き
た
こ
と

を
、
あ
の
時
命
の
な
い
と
こ
ろ
を
と
順
番

に
上
げ
、
一
つ
一
つ
御
礼
申
し
上
げ
て
い

ま
す
。
巧
者
の
ま
ね
ご
と
で
す
。 

信
心
は
、
参
拝
と
聴
教
の
稽
古
を
し
て

お
か
げ
の
自
覚
に
立
ち
返
る
こ
と
が
お
か

げ
の
土
台
で
す
。 

事
故
・
怪
我
・
過
ち
・
災
難
は
、
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
、
神
様
の
お
か

げ
を
頂
い
て
、
そ
の
人
生
行
路
を
ま
っ
と

う
さ
せ
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 
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俵
積
田
教
会 

布
教
七
十
年
記
念
大
祭
に 

参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
い
て 

 
 

 
 

上 

田  

和 

也 
 

俵
積
田
教
会
布
教
七
十
年
記
念
大
祭
に

は
、
加
治
木
教
会
か
ら
信
徒
四
人
を
乗
せ

て
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

枕
崎
市
の
俵
積
田
教
会
ま
で
は
九
十
分

か
か
り
、
到
着
は
ご
祭
典
開
始
の
三
十
分

前
で
し
た
。 

今
回
は
、
龍
笛
の
御
用
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
鹿
児
島
教
会

(

五
人)

と
上
荒
田
教
会(

一
人)

の
楽
人
の

方
々
と
一
緒
に
御
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

奏
楽
の
御
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
今
ま
で
の
参
拝
の
仕
方
と
変
わ
り
、

お
役
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
、
有
難
い
思

い
が
増
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
崎
向
真
哉
先
生
が
最
後
の
教
会

長
挨
拶
で
「
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
」
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
が
〈
私
ど
も
に

は
分
か
ら
な
い
た
く
さ
ん
の
ご
苦
労
が
あ

っ
て
の
記
念
祭
で
あ
っ
た
の
か
〉
と
心
に

残
る
思
い
が
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
運
転
の
御
用
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
〈
加
治
木
教
会
の
男
性
信
徒
か

ら
も
、
も
う
一
人
く
ら
い
「
輔
教
」
や
運

転
の
御
用
が
で
き
る
人
が
育
つ
こ
と
が
願

わ
れ
る
〉
と
思
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                       

                           



令和元年 １２月                      いっしん 

- 7 - 
 

          

 
                

  

… 

11
月 

…
…
…
… 

１
（
金
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

４
（
祝
）
西
鹿
児
島
教
会
御
大
祭
12
時 

８
（
金
）
清

掃

御

用      

10
時 

９
（
土
）
●

生
神
金
光

大

神

様 

月

例

祭 

10
時
半 

併
せ
て  

立

教

記

念

祭

・

新

穀

感

謝

祭 

10
（
日
）
鹿
児
島
教
会
御
大
祭 

11
時 

13
（
火
）
龍
笛
練
習 
 
 
 

20
時 

16
（
土
）
大
口
教
会
御
大
祭 

12
時 

17
（
日
）
●
加
治
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

22
（
金
）
清

掃

御

用     

10
時 

23
（
祝
）
俵
積
田
教
会 

記
念
祭 

11
時 

24
（
日
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

27
（
木
）
連
合
会
執
行
部
会(

鹿
児
島

教

会)

10
時
半 

30
（
土
）
清

掃

御

用     

10
時 

 

  

 

       
  

   

十
二
月 

吉
屋
正
憲 

之
霊
神
（２
日) 

平
成
11
年 

本
中
野
キ
ン 

之
霊
神
（７
日
）昭
和
10
年 

大
山
キ
ク 

之
霊
神
（７
日
）平
成
７
年 

小
屋
敷
シ
ゲ 

之
霊
神
（７
日
）平
成
８
年 

柳
園
市
次
郎 

之
霊
神
（８
日
）昭
和
25
年 

本
中
野
重
盛 

之
霊
神
（８
日
）昭
和
39
年 

大
山
叶
人
之
霊
神
（
14
日
） 

徳
永
盛
常 

之
霊
神
（
18
日
）平
成
２
年 

村
上
忠
夫
之
霊
神
（
20
日
）昭
和
48
年 

大
山
ス
エ
ケ
サ
之
霊
神(

24
日)

昭
和
51
年 

大
山
き
よ
子 

之
霊
神
（
28
日
）昭
和
43
年 

吉
屋
キ
ミ 

之
霊
神
（
30
日
） 

平
成
22
年 

前
田
キ
ミ
之
霊
神 

昭
和
43
年 
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教 

会 

行 

事 
 

…
… 

12
月 

…
…
…
… 

１
（
日
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
火
）
●
甘
木
親
教
会
御
大
祭 

９
（
月
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
火
）
●

生
神
金
光

大

神

様 

月 

例 

祭 

10
時
半 

12
（
木
）
連
布
教
協
議
会(

鹿
児
島

教

会)
 

10
時
半 

14(

土)

～ 

15(

日)

信
徒
部
教
区
委
員
会 

15
（
日
）
御
本
部
布
教
功
労
者
報
徳
祭

（
参
拝
は

未

定

） 

21
（
土
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
日
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

〃 
 
 

●
感
謝
パ
ー
テ
ィ
ー
16
時
よ
り 

28
（
土
）
※
（
光
風
館
予
約
日
） 

29
（
日
）
清

掃

御

用  

10
時 

30
（
月
）
●
越 

年 

祭  

13
時
半 

        

  

令
和
二
年 

 

…
… 

１
月 

…
…
…
… 

１
（
祝
）
●
元 

日 

祭 
 

正
午 

３
（
金
）
甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

５
（
日
）
★
少
年
少
女
会｢

鏡
開
き｣

10
時
半 

９
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
金
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

10
時
半 

 
 

併
せ
て 

成
人
感
謝
祭 

11
（
土
）
濱
口
家
霊
祭 

12
（
日
）
上
荒
田
教
会
報
徳
祭 

19
（
日
）
高
千
穂
教
会
新
築
落
成
奉
告
祭 

21
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
水
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

26
（
日
）
連
合
会
定
期
総
会(

鹿
児
島 

教
会
に
て)

10
時 

31
（
金
）
清

掃

御

用    

10
時 

         


